
大切なお客様の財産を火災・自然災害から守りたい。火災・自然災害による犠牲者を出したくない。そんな想いでお届けするニュースレターです。

防災屋さんのNewsLetter

【安全確保・救助】
□ ヘルメット（人数分）
□ 軍手・防刃手袋
□ 懐中電灯・ヘッドライト（予備電池含む）
□ 救急箱（絆創膏、消毒液、包帯、三角巾、鎮痛剤など）
□ 笛（ホイッスル）・メガホン
□ 救助用資機材（バール、ジャッキ、のこぎりなど ※共用備蓄として）
【情報・通信】
□ 携帯ラジオ（ワイドFM対応）
□ モバイルバッテリー（大容量、複数ポート）
□ 筆記用具（油性マジック、メモ帳、付箋）
□ 災害用伝言ダイヤル（171）の利用マニュアル
□ 従業員名簿・緊急連絡先リスト（オフラインでも確認できるもの）
【衛生・生活用品】
□ 簡易トイレ・携帯トイレ（断水を想定して1人1日5回分×3日目安）※
□ アルコール消毒液・除菌シート・トイレットペーパー
□ マスク（箱ごと準備）
□ アルミブランケット（防寒・目隠し用）
□ ブルーシート・養生テープ
【飲食（一次持ち出し用として）】
□ 飲料水（500mlペットボトル人数分）
□ 非常食（調理不要なバランス栄養食、カロリーの高い菓子など）
※特に女性の多い職場やご家庭では、生理用品や簡易トイレを「想定の1.5倍」
  用意することをおすすめします。

★Point★ 企業では、従業員が帰宅困難になったり、オフィスで一時待機したりすることを
想定して準備します。

「備え」に完成はありません。阪神淡路大震災の教訓を生かし、貴社
のBCPをアップデートする機会にしていただければ幸いです。

1995年1月17日。あの日、私たちは当たり前だと思っていた日常が一瞬で崩れ去る光景
を目にしました。阪神・淡路大震災から31年。犠牲になられた方々へ深い哀悼の意を捧げ
るとともに、私たちは防災のプロフェッショナルとして、あの教訓を次世代へつなぐ決意を新たに
しています。

企業にとっての「備え」は、従業員の命を守るだけでなく、事業を継続し、地域社会を支える
ための責務でもあります。今一度、「備え」について確認しましょう。
◆消防用設備・防火設備の点検︓いざという時、消火器は適正に配置され、消火 設
備、警報設備、避難設備、防火設備は確実に作動しますか?
♦避難経路の確認︓地震・洪水時の避難場所へ実際に行かれましたか? 火災発生時の
避難経路を確保されていますか?
◆備蓄品の期限チェック︓非常食や飲料水の期限は切れていませんか?
♦初動マニュアルの再確認︓帰宅困難者対策や安否確認システムは、今の組織体制に
合っていますか︖
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明けましておめでとうございます。
皆様のますますのご健勝とご発展を祈念するとともに、大きな災害に見
舞われることのない、平穏な年でありますよう願っております。

1 月号
2026

1.17を忘れない。

企業の「守る力」を、いま一度問い直す。

備蓄チェックリスト企業・法人向け

神戸市東遊園地 1.17希望の灯り

防災備蓄の専門店


